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7
月
31
日 

　
臨
時
村
議
会 

議
会
の
構
成 

補

正

予

算

 

村

道

路

線 

人

　

　

事

 

議 会 の  
動 　 き  

　
七
月
三
十
一
日
に
臨
時
村
議
会
が
開
か
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
、
各
常
任
委
員
会
な
ど
議
会
の
構
成

に
つ
い
て
も
決
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

■
正
副
議
長 

▽
議
　
　
長
　
高
橋
　
八
男 

▽
副

議

長
　
渡
辺
　
健
作 

■
各
常
任
委
員
会 

―
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
― 

▽
委

員

長
　
津
野
　
庄
衛 

▽
副
委
員
長
　
大
沼
　
久
夫 

▽
委
　
　
員 

　
平
田
ゆ
か
り
　
高
橋
　
八
男 

　
中
倉
　
虎
治
　
山
口
　
好
郎 

―
産
業
建
設
常
任
委
員
会
― 

▽
委

員

長
　
伊
藤
　
理
助 

▽
副
委
員
長
　
渡
辺
　
秀
雄 

▽
委
　
　
員 

　
須
貝
　
謙
一
　
渡
辺
　
健
作 

　
近
　
　
良
平
　
山
口
　
和
夫 

 

―
議
会
運
営
委
員
会
― 

▽
委

員

長
　
大
沼
　
久
夫 

▽
副
委
員
長
　
須
貝
　
謙
一 

▽
委
　
　
員 

　
伊
藤
　
理
助
　
津
野
　
庄
衛 

　
渡
辺
　
健
作 

―
広
報
対
策
特
別
委
員
会
― 

▽
委

員

長
　
平
田
ゆ
か
り 

▽
副
委
員
長
　
須
貝
　
謙
一 

▽
委
　
　
員 

　
伊
藤
　
理
助
　
津
野
　
庄
衛 

　
大
沼
　
久
夫
　
近
　
　
良
平 

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
四
号
） 

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
九

十
万
円
を
追
加
し
総
額
五
十
五
億

四
千
八
百
十
万
円
と
す
る
。 

■
女
川
郷
一
八
一
号
線
（
朴
坂
地

内
）
の
路
線
変
更 

＊
―
路
線
の
終
点
に
つ
い
て
変
更

し
た
も
の
で
す
。 

■
下
越
清
掃
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会

議
員 

▽
高
橋
　
八
男
　
渡
辺
　
健
作 

　
津
野
　
庄
衛 

■
農
業
委
員
会
選
任
委
員
の
推
薦 

＊
―
農
業
委
員
会
の
議
会
推
薦
委

員
に
つ
い
て
、
本
間
弘
好
さ
ん 

（
安
角
）
を
選
任
し
ま
し
た
。 

 

総務省主催 

地上デジタルテレビ説明会 
　総務省では、2011年７月24日の地上デジタルテレビ放

送への完全移行に向け、テレビ受信者の皆さんが円滑に

デジタル化に対応していただけるよう、村民ならびに高

齢者の方を対象とした地上デジタル化準備説明会（無料） 

を開催します。 

　この機会にぜひご参加下さい。 

◆内　容：地上デジタル放送への移行理由や受信方法についての説明。実際にアンテナによるデジタル放送

　　　　　の受信やリモコン操作の体験もできます。また、可能な限り個別の相談にも応じます。　 

◆期　間：2009年９月１日～９月24日の期間中　全５回開催 

◆会　場：総務省より会場一覧を全戸配布しますので、ご覧ください。 

　　　　　※事前の申込みは必要ありません。参加費は無料です。 

◆問い合わせ先： 

　　デジサポ新潟説明会事務局 ☎０２５－２８８－０５３５または総務課企画財政班 ☎６４－１４７６ 

地上デジタル放送は、高画質映像、高音質音声、
データ放送など、多様なサービスが可能になります。 

ご参加ください
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　この石は、五十嵐一男さん

（上川口）が、関川中学校へ

登っていく、通称元気坂の付

近に落ちているのを何気なく

発見したもの。房総半島もあ

って、日本地図のように見え

るとても珍しい模様の石です。 

もしや!? 宝の地図？ 
　
第
六
十
回
新
潟
県
消
防
大
会
・

ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
八
月
二
日
、

新
潟
テ
ル
サ
（
新
潟
市
）
を
会
場

に
し
て
開
催
さ
れ
、
村
上
市
岩
船

郡
を
代
表
し
て
村
消
防
団
の
第
六

分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。 

　
第
六
分
団
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
。
地
元

集
落
や
消
防
団
な
ど
か
ら
駆
け
つ

け
た
約
八
十
人
の
大
応
援
団
の
声

援
に
こ
た
え
、
連
日
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
。
成
績
は
参
加
十
八
チ

ー
ム
中
、
第
十
四
位
と
悔
し
い
結

果
で
し
た
が
、
出
場
し
た
選
手
の

皆
さ
ん
は
、
力
を
出
し
切
っ
た
様

子
で
し
た
。
　 

　
選
手
の
皆
さ
ん
、
団
員
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
家
族
の
皆
さ
ん
、
長

期
間
の
練
習
や
応
援
、
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。 

◇第６分団選手紹介（敬称略） 
　指揮者：新野太一郎（金丸） 

　１番員：菅原　将之（片貝） 

　２番員：伊藤　祐太（ 沼 ） 

　３番員：八幡　忠隆（片貝） 

　補助員：伊藤　浩昭（聞出） 

関
川
村
消
防
団
第
６
分
団（
九
ケ
谷
） 

　
村
上
市
岩
船
郡
代
表
と
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
県
大
会
へ
出
場 

　
七
月
三
十
日
、
川
北
小
学
校
体

育
館
で
「
夕
ぐ
れ
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
川
北
小
学
校
の
全
校

児
童
で
行
う
、
風
の
子
宿
泊
体
験

教
室
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
た
も
の
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
県
立
旧
津

川
高
校
（
現
・
阿
賀
黎
明
高
校
）

の
音
楽
ク
ラ
ブ
混
声
合
唱
団
の
草

創
期
の
団
員
二
十
七
人
が
来
校
。

か
つ
て
の
恩
師
で
、
現
・
川
北
小

学
校
非
常
勤
講
師
の
豊
田
征
子
さ

ん
（
小
見
）
が
「
来
年
の
三
月
で

閉
校
す
る
児
童
た
ち
に
、
思
い
出

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
」
と
声
を

掛
け
た
と
こ
ろ
、
約
四
十
年
ぶ
り

に
豊
田
さ
ん
の
も
と
へ
団
員
が
再

結
集
し
ま
し
た
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
合
唱
団
の

皆
さ
ん
が
「
夏
は
来
た
れ
り
」「
ど

じ
ょ
っ
こ
ふ
な
っ
こ
」
「
ソ
ー
ラ

ン
節
」
な
ど
の
民
謡
を
中
心
に
、

混
声
合
唱
や
男
声
・
女
声
合
唱
で

約
二
十
曲
を
披
露
。
校
舎
に
響
き

わ
た
る
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
児

童
や
保
護
者
、
地
域
の
方
な
ど
約

百
五
十
人
が
耳
を
澄
ま
せ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
半
で

は
、
全
校
児
童
三
十
三
人
と
一
緒

に
な
っ
て
全
員
合
唱
。
川
北
小
学

校
閉
校
記
念
式
典
で
歌
う
「
記
念

樹
」
を
、
合
唱
団
の
皆
さ
ん
と
声

高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。 

　
合
唱
を
終
え
た
豊
田
さ
ん
は 

「
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
学
校
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
歌
声
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、

感
激
し
た
様
子
で
し
た
。 

子どもたちと一緒に 
　　　40年ぶりの歌声を披露 

川北小学校で夕ぐれコンサート 


